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2010 年 7 月 30 日 

各  位 
第一三共株式会社 

学校法人北里研究所 
 

第一三共と北里研究所による合弁会社設立に関するお知らせ 

 

第一三共株式会社（本社：東京都中央区、以下「第一三共」）と学校法人北里研究所（本部：

東京都港区、以下「北里」）は、北里の生物製剤研究所が行うワクチンの製造・研究開発機能

を担う合弁会社を新たに設立することで基本合意に至りましたので、下記の通りお知らせし

ます。 
 

記 

 

１．合弁会社設立の経緯・意義 

（１）経緯 

近年、新型インフルエンザの世界的な大流行や、科学の進歩による予防医療の進展に

より、ワクチンに対する関心は非常に高まっております。特に日本においては、ワクチ

ン産業ビジョン（厚生労働省：2007 年 3 月）において、いわゆるワクチン・ラグを解消

すべく、産業強化のための方策が示されるなど、ワクチンを取り巻く環境には大きな変

化と前進が見え始めております。こうした環境変化を背景に、これまで、第一三共と北

里は、2008 年 12 月に締結した相互補完提携契約に基づき、ヒト用の感染症予防・治療ワ

クチンの研究、開発、製造、販売における連携体制を相互に深めてまいりましたが、こ

のたび、両者は、合弁会社を設立し、北里のワクチン事業を継承することにより、連携

体制の更なる強化を行うことといたしました。 

本合弁会社の設立は、第一三共のワクチン事業を本格化させるための基盤構築であり、

日本のワクチン産業の競争力向上に繋がるものと確信しております。 

同時に、90 余年の歴史を有する北里のワクチン事業が持続的発展を図るための好機と

考えております。 
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（２）意義 

本合弁会社設立の意義は以下のとおりです。 

・ワクチン事業において、製造並びに研究開発機能は最も重要なスペシャルティ機能で

あり、第一三共は、グループ内に当合弁会社が加わることで、当該機能を積極的に応用

展開できる体制を構築することになる。 

・北里が有するワクチンに関連する高い専門性・ノウハウと第一三共の優れた製品企画

力、バイオテクノロジー、ドラッグデリバリーシステム(DDS)製剤技術などを組合せる

ことで、より革新的で顧客ニーズに合致したワクチンの創製の実現に繋げる。特に、今

後本格化する混合ワクチンビジネスにおける競争力を強化するものである。 

・歴史と伝統を持つ日本のワクチンメーカーと製薬企業との融合体で取り組むことによ

り、合理的な体制を構築し、高品質なワクチンの安定供給を実現することで、我が国の

公衆衛生の向上および予防医療環境充実と普及、さらにはパンデミックに対する危機管

理体制に貢献する。 

・上記を通じて、我が国のワクチン産業の競争力の向上にも寄与する。 

 

２．合弁会社の概要 

（１）商 号： 北里第一三共ワクチン株式会社 

Kitasato Daiichi Sankyo Vaccine Co., Ltd. 

（２）設 立年月日： 2011 年 4 月 1日 

（３）本店所在地 ： 埼玉県北本市 

（４）代 表 者： 第一三共より選定します 

（５）資 本 金： 現時点では未定であり、今後の協議により決定します 

（６）出 資 比 率 ： 第一三共株式会社 51%、学校法人北里研究所 49% 

（７）主な事業内容： 

 人体用、動物用の生物学的製剤の製造業及び製造販売業 

 北里大学及び国内外の大学、研究機関と相互に連携し、最新の技術を駆使した新規

ワクチン等の研究及び開発 

 人体用、動物用生物学的製剤の製造技術支援、ワクチン供給等の国際協力を目的と

した活動 

 その他本合弁事業化の目的を達成するための必要な事業 

（注）以上は予定であり、今後両者協議の上、2010 年 11 月下旬までに予定している確定契

約にて決定いたします。 

 

３．スケジュール 

 2010 年 7 月 30 日  合弁会社設立に関する基本合意書の締結 

 2010 年 11 月下旬（予定） 確定契約書の締結 

 2011 年 4 月 1 日（予定） 合弁会社設立、事業開始 

（注）今後、手続きを進める中で、必要に応じ、両者協議の上、日程を変更する場合があります。 
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４．第一三共の概要   

商号 第一三共株式会社 

代表者 代表取締役社長 中山 讓治 

設立 2005 年 9 月 28 日 

所在地 東京都中央区日本橋本町三丁目 5番 1号 

資本金 500 億円 

事業内容 医療用医薬品の研究開発、製造、販売など 

従業員数 約 29,800 人（連結）（2010 年 3 月現在） 

 

５．北里研究所および生物製剤研究所の概要  

（１）北里研究所 

法人名 学校法人北里研究所 

代表者 理事長 柴 忠義 

設立 1914 年 11 月 5 日 北里柴三郎 北里研究所創立 

1962 年１月 20 日（学校法人北里学園設立認可日、北里研究所創

立 50 周年事業） 

2008 年 4 月 1 日（社団法人北里研究所と学校法人北里学園統合） 

所在地 東京都港区白金 5丁目 9番 1号 

事業内容 北里大学を中核とした生命科学系の教育研究学術機関 

(1)北里大学 

【学 部】薬学部、獣医学部、医学部、 

海洋生命科学部、看護学部、理学部、医療衛生学部 

【大学院】薬学研究科、獣医畜産学研究科、水産学研究科 

看護学研究科、理学研究科、医療系研究科 

感染制御科学府 

【研究所】北里生命科学研究所、東洋医学総合研究所 

     臨床薬理研究所 

【病 院】北里大学病院、北里大学東病院、北里研究所病院 

北里研究所メディカルセンター病院 

(2)北里大学保健衛生専門学院 

(3)北里大学看護専門学校 

(4)生物製剤研究所(日本において唯一大学でワクチン製造。詳細

については(2)参照) 

教職員数 5,881 人（教員数：1,591 人、職員数：4,290 人） 

（2010 年 5 月 1日現在） 
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（２）生物製剤研究所 

法人名 学校法人北里研究所 生物製剤研究所 

設立 1914 年 11 月 5 日 北里柴三郎 北里研究所創立 

所在地 埼玉県北本市荒井六丁目 111 番地 

事業内容 (1)人体用、動物用の生物学的製剤の製造業及び製造販売業 

(2)北里大学及び国内外の大学、企業等の研究機関と相互に連携

し、最新の技術を駆使した新規ワクチン等の研究及び開発 

(3)人体用、動物用生物学的製剤の製造技術支援、ワクチン供給

等の国際協力を目的とした活動 

(4)その他生剤研の目的を達成するための必要な事業 

職員数 243 人（2010 年 5 月 1日現在） 

 
６．第一三共の業績に与える影響 

今後、業績に与える影響が見込まれる場合は別途お知らせいたします。 

 

以  上 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

第一三共株式会社 コーポレートコミュニケーション部 

TEL: 03-6225-1126（報道関係者の皆様） 

TEL: 03-6225-1125（株式市場関係者の皆様） 

FAX：03-6225-1132 

学校法人北里研究所 広報部  

TEL: 03-5791-6215・6425  

FAX：03-5420-0644  

E-mail：kohoh@kitasato-u.ac.jp 


